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ことになっている。その差異が著者の論点や実践のコンテクストを豊かにしてくれるものと期待されるが、
その差異や論拠について言及するための必要条件は未だ充分とは言えない。 
とはいえ、今日日本で問題が浮き彫りになりにくいディアスポラやネイションなど、マイノリティをめぐ
る実践を、あえて日本を中心に継続し、政治と文化の接点での微妙かつ重要な実践を明晰に言語化した点は、
たとえ著者の表現形式や方法論に共感できぬ人々も高く評価せずにはいられないだろう。 
本発表で述べられた骨子と今後の課題への取り組みを聞く限り、論文の改稿をさらに進めることが期待さ
れるため、12月の本論文を提出する資格はあると認め、本審査の合否は「合」とする。 
 
